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す。 

・相互に個性の差異と多様性を尊重し、人格を認

め合う共生社会の実現。 

第第第第 2222    障害者制度改革障害者制度改革障害者制度改革障害者制度改革のののの基本的方向基本的方向基本的方向基本的方向とととと今後今後今後今後のののの進進進進めめめめ方方方方    

1111．．．．基礎的基礎的基礎的基礎的なななな課題課題課題課題におけるにおけるにおけるにおける改革改革改革改革のののの方向性方向性方向性方向性    

（1）地域生活の実現とインクルーシブな社会の構築 

（2）障害の捉え方と諸定義の明確化 

2222．．．．横断的課題横断的課題横断的課題横断的課題におけるにおけるにおけるにおける改革改革改革改革のののの基本的方向基本的方向基本的方向基本的方向とととと今後今後今後今後のののの    

進進進進めめめめ方方方方    

（1）障害者基本法の改正と改革の推進体制 

・改革の集中期間内における推進等を担う審議会

組織の設置。 

・改革の集中期間終了後に、同組織を継承し障害

者権利条約の実施状況の監視等を担うモニタ

リング機関の法的位置付け等も含め、必要な法

整備の在り方を検討。 

・平成 23年度常会への法案提出を目指す。 

（2）障害を理由とする差別の禁止に関する法律の制

定等 

 ・平成 25年常会への法案提出を目指す。 

（3）「障害者総合福祉法」（仮称）の制定 

・障害者自立支援法を廃止し、｢障害者総合福祉

法｣(仮称)の制定に向けた必要な検討を行い、

平成 24年常会への法案提出、25年 8月までの

施行を目指す。 

3333．．．．個別分野個別分野個別分野個別分野におけるにおけるにおけるにおける基本的方向基本的方向基本的方向基本的方向とととと進進進進めめめめ方方方方    

・各個別分野については、開会の工程表としてそ

れぞれ検討期間を定め、事項ごとに関係府省に

おいて検討し結論を得た上で、必要な措置を講

ずる。 

(資料 2)  

分野 項目 

A法の理念･ 

目的･範囲 

A-1法の名称 

A-2誰の何のため 

A-3理念規定 

A-4 支援(サービス)選択権を前提とし

た受給権 

A-5法の守備範囲 

B障害の 

範囲 

B-1法の対象規定 

B-2手続き規定 

C｢選択と 

決定｣ 

(支給決定) 

C-1自己決定支援・相談支援 

C-2障害程度区分の機能と問題点 

C-3｢選択と決定｣(支給決定)プロセスと

ツール 

D支援(サー D-1 支援(サービス)体系のあり方につ

ビス)体系 いて 

D-2 生活実態に即した介助支援(サービ

ス)等 

D-3社会参加支援(サービス) 

D-4就労 

D-5地域での住まいの確保・居住サポー

トについて 

D-6権利擁護支援等 

E地域移行 E-1地域移行の支援、並びにその法定化 

E-2社会的入院の解消 

F地域生活 

の資源整備 

F-1地域生活資源整備のための措置 

F-2自立支援協議会 

F-3長時間介助等の保障 

F-4義務的経費化と国庫負担基準 

F-5国と地方の役割 

G利用者 

負担 

G-1応益負担の問題点と現状の評価 

G-2負担の範囲 

H報酬や 

人材確保等 

H-1支払方式 

H-2人材確保・育成 

Iその他 I-1介護保険との問題 

I-2現行の特別対策等 

 

 

   支部紹介支部紹介支部紹介支部紹介    

 

大教大大教大大教大大教大ふようふようふようふよう支部支部支部支部のののの取取取取りりりり組組組組みについてみについてみについてみについて    

支部長 曽谷 直美 

 大教大ふよう支部はその名のとおり、大阪教育大

学附属特別支援学校に通う子どもの保護者により構

成されています。会員数は 25名程度で、高等部の保

護者が会員の多くを占めています。 

 ここ数年はふよう支部独自の活動をあまり行わず、

活動の拠点を学齢期部会に置き、支部としては本部

や学齢期部会と会員との橋渡し役を担っています。 

 学齢期部会での活動としましては、学齢期の子ど

もを持つ親の関心が高い学校卒業後の進路に関する

ものが多く、施設見学会や先輩お母さん方を招き学

校卒業後の暮らしについてのお話を伺う機会などを

設けています。 

 そして元気一杯の子どもたちは、バスツアーや昨

年度より復活した育成会キャンプなどの事業に参加

し、家や学校とも違う場での貴重な経験をさせて頂

いています。 

 ここ数年来の制度の移り変わりにより、学齢期の

子ども達を取り巻く環境もずいぶん様変わりしまし 


